
TUJ 開講科目・検索方法・時間割の見方

１． Course Schedule にアクセス

２． プルダウンメニューより該当する Term を選択し、Continue ボタンをクリッ

クして次に進む

例： Spring 2025, Summer 2025, Fall 2025 （注）Orientation Term は選択し

ないこと）

https://prd-xereg.temple.edu/StudentRegistrationSsb/ssb/term/termSelection?mode=search


３． 科目の検索

Subject:  学科（デパートメント）コードをプルダウンメニュより選択
例：Anthropology, Art, Art History, Asian Studies, Economics, English, 

History, Political Science, Psychology, Sociology, Spanish など

Course number: わかっている場合は特定のコース番号を入力

Course number Range: 上記の Course Number がわかっていない場合で、 

Lower Level の科目を検索する場合は 0700-1999 を入力。学士課程全科目検

索する場合は 0700-4999 を入力。

Keyword: 探しているコースに関連するキーワードやわかっている場合は

CRN を入力

Campus: 入力必須！Japan  をまたはJapan Tokyo Hillside Center選択

検索条件を入力したら Search ボタンをクリックして検索

例：以下の 3 つの条件で検索してみる

SubjectAsian Studies;  
Course Number Range 0799-4999; 

2026 9月よりヒルサイドセンターがオープンします。主に1，2年生を対象とした教養科目やBridgeプログラムが提
供される予定です。専門科目、専門的な選択科目については主に三軒茶屋のシティキャンパスにて提供されま
す。

tuk84811
Highlight

tuk84811
Highlight



CampusJapan 
 

Search をクリックし検索以下のリストが表示される 

 

 
 

リストの読み方 

  

CRN：科目参照番号（Course Reference Number）。各学期の各科目を識別す

る固有の記号。 

 

Subject：学科（デパートメント）コード、 

Course：科目番号（コースナンバー）、 

Section：セクション番号から構成される。 

 

上記の例の場合、「54473」が科目参照番号（Course Reference Number）。

「ASST」（Asian Studies）が学科コード、「0811」が科目番号、「（802）」セク

ション番号となる。学科コードはその科目の学術領域を、科目番号は科目の

難易度を表す。セクション番号は「A 組」「B 組」のようなクラス単位を表

す。8XX の場合は対面形式、75X はオンラインもしくはオンデマンド形式、

77X はハイブリッド形式。同学期に同じ学科コード、科目番号の、複数の異

なるセクションが開講されることがある。科目番号については、「補足」も参

照のこと。 

 

Campus: Japan でになっていることを確認。Main、 Rome、Japan-Kyoto の場

合は受講不可 



Hours: 単位数 

Title: 科目名 

Meeting Times:  開講日時。TUJ の各科目は通常、週に 3 回もしくは 2 回の授

業で構成される。「TTH」は「Tuesday, Thursday」の略で、「火曜日、木曜

日」を表す。よって、上記の例では、「火木の 10:20-11:50 の 2 回、合計 3 時

間」の授業時間であることがわかる。他に「MWF」の組み合わせもよくあ

り、これは「Monday, Wednesday, Friday」の略で、「月水金」を表す。 

Capacity: 科目の定員 

Instructor:  教員名。TUJ の教員名簿は次を参照。
https://www.tuj.ac.jp/ug/academics/semester-info/faculty 
 
 

補足  

・科目番号の意味は下記のとおり。  

•  0700 – 0799（数学・英語論文執筆レメディアル系科目）  

•  0800 – 0899（General Education 一般教養科目）  

•  1000 – 1999（一年次レベルの科目）  

 
-----------------------------------------------------------------------------------------------------  

・下記は English 0812 または同等科目を履修済み、あるいは免除認定を必要とする科

目番号  

•  2000 – 2999（二年次レベルの科目）  

•  3000 – 3999（三年次レベルの科目）  

•  4000 – 4999（四年次レベルの科目）  

•  xx96 – xx98（WI, Writing Intensive 論文指導系科目)  

 

https://www.tuj.ac.jp/ug/academics/semester-info/faculty


・科目の番号が 2000 番台以上の科目は上級科目（upper-level courses）と呼ばれる。

これらを履修するには、一部の例外を除いて、ENG 0812 もしくは同等の科目を履修済

みであること、あるいはプレースメントアセスメントを受験し、ENG 0812 免除相当の

成績を収める必要がある。  

・英語論文執筆科目のシークエンスは次の通り。  

ENG 0711  ENG 0812  IH 0851  IH 0852  

・ENG 0701 と ENG 0711、ENG 0802 と ENG 0812 はそれぞれ同じレベルに属するが、

前者は英語母語話者用のセクションになる。英語以外の言語を第一言語とする場合は、

ENG 0711、ENG 0812 を選択すること。   

 

・ENG 0812 を履修せずに選択可能な上級科目群は、下記のとおり。  

• アート実技系科目（ARTU 2601 “Computer Imaging”等）  

• プロダクション系科目（MSP 2701 “Intermediate Video Production”等）  

o ただし、MSP 2701 の履修には別途 MSP 1701 も前提科目として

必要。  

• 会計学（ACCT 2101 “Financial Accounting”等）  

o ただし、ACCT 2101 の履修には別途 MATH 0701 等も前提科目と

して必要。  

• 語学系科目（CHI 2001 “Chinese Intermediate I”等）  

o ただし、CHI 2001 の履修には別途 CHI 1002 も前提科目として

必要。  

• 数学系科目（MATH 2031 “Probability and Statistics”等）  

o ただし、MATH 2031 の履修には別途 MAT 1031 等も前提科目と

して必要。  

 



・英語論文系科目、数学系科目、語学系科目を TUJ で履修希望の場合は、プレースメン

トアセスメントの受験が必要になることがある。  

以上 




